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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract
（和文）
　σ中間子が存在すれば、カイラルSU(3)XSU(3)対称性に基づく９重項としてのκ中間子が存在すると考えることは自然である。近年、質量が800MeV程度のκ中間子の存在を示唆する実験データが報告されている。このような状況からスカラー中間子分光学を確立するためには、格子ＱＣＤによるκ中間子の研究は重要な課題であると考えられる。以前の論文で我々は、sクォークをバレンス・クォークとし、u(d)をダイナミカル・クォークとして取り扱った。この研究では格子間隔がmκa>1であり、カットオフが充分には大きくなかった。そこで、本研究では十分に大きな格子を使い、弱結合領域でのクエンチ近似のシミュレーションを計画した。結果として、κ中間子の質量が
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中間子の2倍程度になることがわかった。また、I=1/2軸性ベクトル中間子の検討も同時に行った。
（英文）

If the sigma meson exists, it is natural to consider the κ meson as member of the nonet scalar states chiral SU(3)XSU(3) symmetry. Recently, the κ with I=1/2 is reported with mass mκ〜800 MeV . It is very important to investigate the κ meson by lattice QCD in order to establish the mass spectroscopy of the scalar mesons. We treated the s quark as a valence, while u and d quarks dynamical in the previous paper. In our previous simulation, the cutoff was not sufficiently high to accommodate large masses mκa>1, where a is the value of the lattice spacing. Hence, we plan a quench simulation at weaker couplings on a lager lattice. We conclude that the κ meson mass is around twice that of 
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. And we shall also mention that our simulation suggests the existence of I=1/2 JPC=1++ axial vector meson. 


	　研究成果を公開しているホームページアドレス

	研究成果の

公表
	口頭研究発表

件数
	査読つきの学術論文数
	プロシーディング論文数
	その他（投稿中を含む）

	
	１
	０
	１
	０


平成17年度　高エネルギー加速器研究機構大型シミュレーション研究
実施報告書

(平成13年度から平成17年度の研究成果の総説を含む)

研究課題：格子QCDによるスカラー中間子及びエキゾチック・ハドロンの研究
（平成13年度から平成16年度は「格子ＱＣＤによるシグマ中間子の研究」）
研究組織　

研究責任者　関口宗男（せきぐち　もとお）国士舘大学工学部　助教授

共同研究者　国広悌二（くにひろ　ていじ）京都大学基礎物理学研究所　教授

　　　　　　中村　純（なかむら　あつし）広島大学情報メディア教育研究センター教授

　　　　　　野中千穂（のなか　ちほ）ミネソタ大学　物理学科　研究員

　　　　　　室谷　心（むろや　しん）徳山大学　助教授

　　　　　　和田浩明（わだ　ひろあき）国士舘大学　政経学部　非常勤講師

実施報告

（平成13年度より平成17年度の総説）

近年、スカラー中間子及びエキゾチック・ハドロンついて関心が高まっている。スカラー中間子に関して特に注目すべき進歩は、σ中間子の存在が20年ぶりに確立したことにある。ππ散乱の位相のずれの再解析によりσ中間子（I=0、
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）が、ρ中間子よりも軽い質量をもつポールとして確認された。さらにD、B中間子崩壊等においてσ中間子の寄与を示唆する実験データ及び解析が報告されている。さらに注目すべきはI=1/2、
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スカラーチャネルにも質量が800MeV程度の状態（κ中間子）の存在が報告されている。この他重いクォークを含むスカラー中間子状態の発見が続いている。

理論的にはσ中間子の存在は量子色力学（QCD）のカイラル対称性と密接な関係にある。σ中間子はカイラル
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対称性の線形表現におけるπ中間子のカイラル・パートナーと考える事ができる。また、κ中間子も含めるとカイラル
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対称性の多重項と考えることも出来る。これらのスカラー中間子に関して、強い相互作用の第1原理であるQCDに基づく格子シミュレーションを使って探求することは意義のある研究である。

これらの状況から平成13年度よりKEK「大型シミュレーション」の研究課題として、σ中間子に関する性質を検討してきた。我々は
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格子上でρ中間子よりも軽いσ中間子がポールして存在するという結論を得ることできた。これの結果は、ディスコネクテッド・ダイヤグラムの役割が重要であることを示唆している。また、κ中間子に関しても第1原理であるQCDに基づく検討はハドロン分光学上の最重要課題と考えられる。我々はσ中間子と同じゲージ配位を使って、u(d)クォークに関してはダイナミカル・クォークとして、sクォークはバレンス・クォークとしてκ中間子プロパゲーターのシミュレーションを実施した。κ中間子の質量は
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中間子の質量よりも重いことが判ったが、このシミュレーションは格子間隔が小さいためより信頼性の高いシミュレーションを行う必要がある。そのため、κ中間子ではディスコネクト・ダイヤグラムが存在しないためクエンチ近似でも十分な結果が得られる予想し、κ中間子のシミュレーションを実施した。
（平成17年度分の実施報告）

　κ中間子とI=1/2の軸性ベクトル中間子について
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の格子でβ＝5.9でのシミュレーションを実施した。当初、KEK SR8000を活用してシミュレーションを計画したが、大阪大学サイバーメディアセンターのSX5でのシミュレーションが主になった。このためKEK SR8000に関して、使用経験の維持に留まることになった。結果としては、κ中間子の質量が
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中間子の2倍程度になることがわかった。
（口頭発表）
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